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■借款概要

■事業概要

北京市郊外に最大出力800MWの揚水発電所を建設

し、京津唐地区の電力供給量の増大、及び急増するピ

ーク電力需要に合わせた効率的な電力供給を図るも

の。

■評価結果

事業実施前（1989年）の京津唐地区では、電力設備

容量（7,600MW）の殆どを火力発電が占めていたが、

本事業が完成した1997年の同地区の電源構成をみる

と、地区全体の設備容量（12,629MW）の11%を水力

発電が担うようになり、このうち十三陵発電所は57％

と大きなシェアを占めている。また、本発電所は夜間

に揚水し昼間のピーク需要時に発電しており、ピーク

需要に対応した電力供給を行っている。2000年の京津

唐地区における冬季の日中ピーク需要と夜間最低需要

の差は5,200MWであるが、本発電所（設備容量

800MW）は、その15%に対応可能ということになる。

なお、実施機関によると、十三陵発電所はピーク対応

の他、事故対応（スタンドバイ）および周波数調整に

も重要な役割を果たしている。建設終了後の操業・維

持管理は北京十三陵蓄能電廠が担当しており、その体

制、技術、予算の面で現在のところ特段の問題は見当

たらない。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

13,000百万円/12,926百万円

1991年3月

金利2.5%、返済30年（据置10年）

1998年4月

北京十三陵揚水発電所内部

中　国

北京十三陵揚水発電所建設事業

■借款概要

■事業概要

河北省秦皇島港市に石炭用輸移出用ターミナルを新

規に建設することにより同港の石炭取扱需要の急増に

対処するもの。

■評価結果

本事業完了後、取扱量は増加しているものの、目標

年間石炭取扱量3,000万トンには達していない。完成が

7ヶ月遅れたこともあるが、鉄鋼需要の伸び悩み、更

に環境問題によるエネルギー転換政策等、石炭生産量

の伸びが停滞していることが要因である。しかし、

2000年の第4期バースの年間取扱実績は2,503万トンと

昨年実績を上回り過去最高の取扱量に達している。同

国最大の石炭輸移出ターミナル第4期バース建設によ

り、約700名分の新たな雇用が創出された。

維持管理に関しては、長年に亘る港湾運営の経験を

有する秦皇島港務局第7港務公司が実施しており、自

立発展性については概ね問題ない。なお、第4期バー

スの収支は、営業収入が維持管理費を上回っているが、

石炭の取扱量により本事業の収益は大きく左右される

といえる。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

11,122百万円/10,717百万円

1993年8月及び1995年1月

金利2.6%、返済30年（据置10年）

1998年9月及び2000年2月

秦皇島港

中　国

秦皇島港石炭バース第４期建設事業（1）（2）


